


















る。女性犠牲者の 58.2%を高齢者 (65歳以上)が，男性では 53.7%を占めている。福島，宮
城，岩手の沿岸部市町村の人口構成で高齢者の占める割合は女性 26.0%.男性 20.1%であるか
ら，高齢者に厳しい圧力がかかったことがわかる。第二は，犠牲者の年齢構成でボトムを形成

































































男女別 5歳年齢階層別犠牲者数 (2012年 3月 11日毎日新聞)第 1図
岩手県沿岸部の小学校・中学校において，学校管;眼下での児童・生徒の犠牲はゼロである。
中学校 65校である。海岸から 3km以内，海抜高沿岸部に位置する学校数は小学校 122校，










越える自治体は 6道・県に止まっている。これらの道・県で 2010年から 2011年にかけての自
給率変化を示すど，北海道(174%→191%) ，青森(120%→112%)，秋悶 (172%→178%)， 
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について世界 3位である。風力では 1位中国， 2位米国， 3位ドイツ・・・日本は 18位に止ま
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